
事後評価結果（平成２９年度）

担 当 課：東北地方整備局 道路計画第一課

担当課長名：舟波 昭一

事業 事業 国土交通省
事業名 一般国道45号 八戸南道路 一般国道

はちのへみなみ

区分 主体 東北地方整備局

起終点 自：青森県八戸市大字妙字大 開 延長 ８．７ｋｍ
はちのへ みょう おおびらき

至：青森県三戸郡階上町大字道仏
さんのへ はしかみちょう どうぶつ

事業概要

三陸沿岸道路は、東日本大震災からの早期復興に向けたリーディングプロジェクトとして宮城県仙台市～青
みやぎけんせんだいし あお

森県八戸市に至る約３５９ｋｍの復興道路（自動車専用道路）であり、平成24年度に全線完成２車線で開通し
もりけんはちのへし

ている。

事業の目的・必要性

八戸南道路は、その一部を形成し、国道45号の混雑緩和、災害時の信頼性向上、高次医療施設へのアクセス

性の向上、物流支援、八戸市と久慈市の地域間交流・連携の促進を図ること等を目的としている。
はちのへし く じ し

事業概要図

事業期間 事業化 平成 7年度 用地着手 平成14年度 供用年 (当初)－/H28 変
0.8倍

都市計画決定 平成11年度 工事着手 平成15年度 (暫定/完成) (実績)－/H24 動

事業費 再評価時 (名目値) －／235億円 実 績 (名目値) －／226億円 変
0.96倍

(暫定/完成) (実質値) －／334億円 (暫定/完成) (実質値) －／220億円 動

交通量 計画時 （H7） 実 績 （H29） 変

(当該路線) (暫定/完成) －／5,900台/日 (暫定/完成) －／7,900台/日 動 33.9％

旅行速度向上 45.3km/h → 70.1km/h 交通事故減少 30件/年 → 22件/年

(供用前現道→当該路線) (供用前年次)H22年度 (供用後年次)H27年度 (供用前現道→供用後現道) (H18-H24) (H25-H27)

八戸南道路

【位置図】

【標準横断図】

【事業概要】
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八戸南道路
延長8.7㎞
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H19.6.16
2車線開通

延長3.4㎞

H25.3.9
2車線開通

延長5.3㎞

八戸南環状道路
延長8.6㎞

はちのへみなみかんじょう

H26.3.29
2車線開通

延長4.8㎞

H17.3.5
2車線開通

延長3.8㎞
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［道路凡例］



Ｂ／Ｃ 総費用 ２９１億円 総便益 ４３０億円 基準年
費用対効果
分析結果 事 業 費：２５８億円 走行時間短縮便益：３６６億円
（再評価） １．５ 維持管理費： ３３億円 走行経費減少便益： ３９億円 平成２３年

交通事故減少便益： ２５億円

Ｂ／Ｃ 総費用 ３４６億円 総便益 ５１５億円 基準年
費用対効果
分析結果 事 業 費：３１９億円 走行時間短縮便益：３９６億円
（事後） １．５ 維持管理費： ２６億円 走行経費減少便益： ７６億円 平成２９年

交通事故減少便益： ４３億円

事業遅延によるコスト増 費用増加額 便益減少額

－ －

事業遅延の理由

・特になし

客観的評価指標に対応する事後評価項目

①新幹線駅へのアクセス向上の状況
・階上町～東北新幹線八戸駅 現況：45分→整備後：41分

②第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上の状況
・階上町～青森空港 現況：134分→整備後：130分

③重要港湾へのアクセス向上の状況
・階上町～八戸港 現況：42分→整備後：38分

④日常活動圏の中心都市へのアクセス向上の状況
・階上町～八戸市 現況：34分→整備後：30分

⑤三次医療施設へのアクセス向上の状況
・階上町～八戸市立市民病院 現況：27分→整備後：23分 他９項目に該当

その他評価すべきと判断した項目

・特になし

環境影響評価に対応する項目

・特になし

その他評価すべきと判断した項目

・特になし

事業評価監視委員会の意見

・事業当初の目的に対して効果を発現しており、対応方針（案）のとおり、「今後の事後評価及び改善
措置の必要はない」は妥当。

事業を巡る社会経済情勢等の変化

○新幹線の整備状況
・東北新幹線 平成22年12月4日 全線開業（八戸～新青森） 延長 81.8㎞
・北海道新幹線 平成28年3月26日 開業（新青森～新函館北斗） 延長148.8km

○高規格幹線道路の整備状況
・東北縦貫自動車道八戸線 平成24年度 天間林道路（（仮）天間林（1）IC～ （仮）天間林（2）IC）
事業化 延長8.3km

・東北縦貫自動車道八戸線 平成30年度 上北天間林道路（上北IC～ （仮）天間林（1）IC）
開通予定 延長7.8km

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性

・事業の目的に対する効果を概ね発現しているが、今後のネットワークの完成後に改めて事後評価を実施し、
改善措置の必要性等を検討する。

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

・本事業は一般的な整備効果に加えて東京までの定時性向上による鶏卵出荷増等の地域特有の効果を発現し
ている。同種事業においても地域特有の課題解消や整備効果等について、把握に努める必要がある。

その他特記事項

・特になし

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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